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はじめに

他人のクエリを利用することで、情報アクセスへの利
便性と視野拡大を並行できるかもしれない。
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構想の前提

• 各個人にカスタマイズされた個人情報フィルタ

その中にある個人クエリは、ユーザの個人視野を表す。



構想-１

• 1 ．ユーザの興味(ユーザの視野)を広げるには、他者のクエリを利
用すると便利なのではないか。

• ２．あるコンテンツに対して、興味の似通った他者のクエリを利用
した検索が行えれば、ユーザの興味範囲が広がる（かも）。

他者のプライバシーにどう配慮するか



構想- 2 プライバシーを保つために

• プライバシーをユーザがコントロールするには、エッジ型の方
が良い。
• 今回はサーバクライアント（≠エッジ型）で実装

• 個人クエリをユーザ端末に置ける技術で実現しよう
• 大きな辞書を使わない情報フィルタINSOPを活用



作ったシステム
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システム構成

ユーザが興味の
有無をチェック
する



使用した技術１- プロファイリング技術：INSOP

• INSOP

‐ユーザプロファイルを生成する個人情報フィルタ

興味の順に
情報を提示

興味の有無
を回答

機械学習で
個人の嗜好
を獲得



使用した技術１- INSOP

Yes/No入力

INSOP

Personal Profile Contents Score

Score

含ま
れる
KW

ユーザ特有の値

KW1 SKC（KW1）

KW2 SKC（KW2）

KW3 SKC（KW3）



使用した技術１- INSOP

ユーザごとに小さな辞書を自動生成し、「価値」のあるキーワードを登録

Positive key words:  q(wi) >> p
Negative key words: q(wi) << p
Neutral key words:   q(wi) ≒ p

p:ユーザが興味ありとする確率

q(wi):キーワードwiが付いた情報をユーザーが興味ありとする確率

個人辞書へは、キーワードが運ぶ個人の興味の情報量の多い
PositiveキーワードとNegativeキーワードが登録される。

興味有り＝正
興味なし＝負



使用した技術１- INSOP

キーワードが運ぶ「興味度」は統計的
キーワード評価値(SKC)で計算される。

各情報に対する「興味度」は
SKCの総和で推定できる。

興味あり

興味なし SKCの総和の大きい順に情報を並べる。



クエリ利用：プライバシーへの配慮

A
Query

B
Query

A
Score

B
Score

プロファイリ
ング技術

個人クエリの中身を比較する
のではなく、スコアの類似性
の計算をしているだけ！

直接比較はユーザのプライ
バシー保護が難しい



使用した技術2‐コンテンツスコアによる類似性の推定
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使用した技術2‐コンテンツスコアによる類似性の推定
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ユーザαのコンテンツスコア

あるユーザαとユーザβの各コンテンツに対する興味の類似性を、相
関により表す。



実験結果‐1

• 金沢工業大学の学生並びに職員にアプリケーションを利用してもらい、個
人クエリを収集した。

相関係数が最も大きい
値（黄色）を利用する
ことで、ユーザにとっ
て便利な推薦になる。

※本来の数値を10倍し、
整数で表示している

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S15 S16 S18 S19 S21

S1 10 -1 2 4 1 2 0 2 1 0 0 4 1 1 0 2 1 2

S2 -1 10 1 2 1 0 1 -1 1 2 -1 -1 0 2 3 -1 0 -2

S3 2 1 10 2 -1 0 -2 0 0 4 -1 -1 3 -1 0 -2 -2 2

S4 4 2 2 10 2 1 1 2 2 1 1 3 1 1 2 2 0 3

S5 1 1 -1 2 10 2 0 0 1 0 3 -1 1 0 1 2 0 1

S6 2 0 0 1 2 10 1 2 2 1 2 0 1 3 2 2 2 3

S7 0 1 -2 1 0 1 10 1 0 -1 1 2 0 2 2 1 2 -1

S8 2 -1 0 2 0 2 1 10 3 1 2 3 0 2 0 3 1 2

S9 1 1 0 2 1 2 0 3 10 3 2 0 0 3 2 1 1 2

S10 0 2 4 1 0 1 -1 1 3 10 1 0 2 0 1 -2 1 2

S11 0 -1 -1 1 3 2 1 2 2 1 10 2 1 1 1 4 3 2

S12 4 -1 -1 3 -1 0 2 3 0 0 2 10 -1 0 -1 3 3 2

S13 1 0 3 1 1 1 0 0 0 2 1 -1 10 0 1 -1 -1 1

S15 1 2 -1 1 0 3 2 2 3 0 1 0 0 10 1 2 1 0

S16 0 3 0 2 1 2 2 0 2 1 1 -1 1 1 10 -1 1 1

S18 2 -1 -2 2 2 2 1 3 1 -2 4 3 -1 2 -1 10 2 1

S19 1 0 -2 0 0 2 2 1 1 1 3 3 -1 1 1 2 10 1

S21 2 -2 2 3 1 3 -1 2 2 2 2 2 1 0 1 1 1 10
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ここを使う！



実験結果‐2 ユーザαの推薦結果

他人のスコア利用前

ユーザαのスコアを見ると、ミステリー要
素、少しのラブコメ要素を含むコンテンツ
に興味があることが分かった。



実験結果‐3 推薦結果の変化

自分のスコアのみ 他人のスコア利用後



実験結果‐3 推薦結果の変化

自分のスコアのみ 他人のスコア利用後

見落としていたカテゴリの
映画が、上位にリストアッ
プすることが確認できた。
（例：ういらぶ、オリーブ
の林をぬけて）
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いい感じ！



実験結果‐3 推薦結果の変化

自分のスコアのみ 他人のスコア利用後

見落としていたカテゴリの
映画が、上位にリストアッ
プすることが確認できた。
（例：ういらぶ、オリーブ
の林をぬけて）

ユーザαの気づきの範囲が大きくなる方向に可能性が見られた



まとめ

ユーザβのクエリをユーザαが利用することで、
ユーザαが見落としていた映画をすくい上げることができた。

新しいコンテンツを目に入れることができた。
これは視野拡大につながるはず

今後、視野拡大への影響を調べたい。
個人クエリの変化で計測できると考えている。



お願い

•具体的な計算方法については次の芦川が説明しますので、よろ
しくお願いします。



Fin

ご清聴ありがとうございました


